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1.は じめ に

1)学 習指導要領改訂について

平成29年4月 に公示された新学習指導要領では,

「社会に開かれた教育課程」 を実現 し,子 どもたち
一一人一人の豊かな学びによる未来を拓 く 「生きる力」

の育成が謳われている.
一人一人の豊かな学びとは

,「何を知 っているか」

に留まらず,求 め られ る資質 ・能力を育成 し 「何が

できるようになるか」という学びであり,そ の実現

のために,学 びの過程に 「主体的 ・対話的で深い学

び」を組み込んでいくことが求められている.ま た,

知的障害児を教育す る特別支援学校(以 下,知 的障

害特別支援学校)に おいては,各 教科の指導の充実

が求められ,学 習指導要領が改訂された.

知的障害特別支援学校小学部の生活科も,資 質 ・

能力の観点から教育内容を示されるなど,改 訂の要

点として以下があげられた.

① 児童が生活に必要な基本的な知識や技能及び態度

を,生 活経験を積み重ねて着実に身に付 けていくこ

とが基本にあ り,更 に自らの生活を豊かにしていこ

うとする資質 ・能力とす ることを明確にした.

② 教科の内容に関 しては,小 学部体育科 との内容,

中学部社会科及び理科 との内容のっなが りを踏まえ

て整理 した.

③ 指導計画にっいては,各 教科等との関連を図り,

指導の効果を高めるとともに,中 学部の社会科,理

科及び職業 ・家庭科の学習を見据え,系 統的 ・発展

的に指導できること.

内容の取 り扱いにっいては,日 々の日課に即 して,

実際的な指導ができることや具体的な活動や体験を

通 して多様な学習活動を行うことなどにっいて示 し

ている.
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そこで,新 学習指導要領への移行を見据え,生 活

科において主体的 ・対話的で深い学びを実現 し,自

立 し生活を豊かにしていくための資質 ・能力を育ん

でいく授業の在り方を探究 してい くこととした.

2)本 校小学部の生活科について

本校小学部の生活科の学習は,通 年型 と期間集中

型による教科別の指導と,各 教科等を合わせた指導

で行 っている.通 年型では,基 本的生活習慣に関連

することなど日常的で活用場面が多 く,学 習 したこ

とを即時的に活か しやすい内容を取扱っている.ま

た,期 間集中型では,公 共交通機関や公共施設の利

用,買 い物や調理など日常的に活用場面が少ない事

柄にっいて,活 用場面 も含めた単元構成により学習

を行っている.

2.実 践 の方 法

1)概 要

本稿では,小 学部生活科単元 「ふ くをたたもう

ふ くをかたづけよう」の授業実践をとお して,単 元

構成や授業展開,ま た教材教具や教師の発問など,

主体的 ・対話的で深い学びの実現に必要な具体的な

工夫点や要点にっいて明らかにしてい く.

2)単 元設定の理由

児童が 自立 した生活をする上で,基 本的生活習慣

に関する知識及び技能や態度などを確実に身にっけ

習慣化 していくことは重要である.中 でも衣服の片

付けなどの身の回りの整理を行うことは,自 分自身

の持ち物の管理や生活を便利にするものであるだけ

でなく,家 庭生活においても重要な営みの一一っであ

る.こ のことか ら,こ うした技能や態度を育むこと

は家庭生活における手伝いに広がり,将 来の役割を

担った働 く生活へっながると考える.

そこで本単元では,衣 服の畳み方やそれ らを仕分
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けて片付けることの学習をとお して,畳 む技能に加

え,整 理整頓す る良さに気づき,自 分か ら丁寧に衣

服を畳んで片付 けたり,家 庭生活において意欲的に

手伝いに取り組んだりする習慣や態度の育成にっな

げていくことをねらいとするものである.

また,本 単元での活動がよりよい生活に向けて,

思考や表現を繰 り返 したり,で きることが増えたり

と自立 し生活を豊かにするための資質能力の育成に

っながると考えた.

3)児 童の実態

本学級は3年 生3人,4年 生3人 の計6人(男 子

5人,女 子1人)の 学級である.日 々の学校生活の

積み重ねか ら,ほ とんどの児童が着替え後に脱いだ

衣服を畳む一連の流れや,衣 服やタオルなど身近 な

物を大まかに畳む技能はある.し か し,技 能はある

にもかかわらず衣服を畳まずにカゴやカバン等に片

付けて しまうこともある.こ のことか ら,整 理整頓

する良さへの気付きは弱いと思われる.ま た,家 庭

では衣服を畳んだり片付けたりなど衣服に関する手

伝いをす る機会はあまりない.

ほとんどの児童は,動 画や 目の前での実践へ興味

を持 って注 目す ることができる.提 示された問いか

けに対 して,自 分の考えを言葉で説明す ることがで

きる児童は少ないが,正 しい方や好きな方を選択 し

て自分の考えを伝えたり,行 動で表現 したり,友 だ

ちや教師の様子を見て真似たりすることができる.

4)目 標及び計画

以上の単元設定の理由や児童の実態から,次 のよ

うな単元の 目標を設定 した.

a)衣 服の畳み方や仕分け方が分かる

【知識 ・技能】

b)衣 服を畳んだり,仕 分けた りする良さに気づ く

【思考 ・判断 ・表現】

c)衣 服を畳んだり,仕 分けた りすることに自ら取

り組もうとする 【主体的に学習に向かう態度】

また,上 記の単元の目標をふまえ,以 下の様 な単

元計画を構成 した.

時 鋤 学習活動
1 こんなときどうする

～ふ くをたたもう①～
長袖,長 ズボンのたたみ方

2 こんなときどうする
～ふ くをたたもう②～

靴下のたたみ方

引き出しに入れる

3

本時

こんなときどうする
～ふ くをかたづけよう～

服を仕分ける

単元計画

また,全 体授業研究会 を行 った第3時 の 目標 は

a)衣 服を仕分 けて片付 ける方法が分か る.

b)衣 服を仕分 けて片付 ける良さに気づ くことがで

きる.

c)自 分か ら衣服を仕分 けて片付 けようとす ること

がで きる.

と した.

5)授 業における工夫点

(1)授 業のス トー リー

「主体的で対話的で深い学び」の実現のための授

業展開(授 業のス トー リー)を 以下のように工夫 し

た.

①前の時間でできるようになったことや普段の子

どもたちの取 り組みの様子を確認するための

r前時の振り返り』

②前時までの授業や今までの生活経験から学んだ

り獲得 したりした知識や技能を活用できるr課

題の提示』

③実際に操作を したり,選 択をしたりしながら自

らの考えを探求する 『考えてみよう』

④ 「できた!」 「なるほど」 を実感す るための

『考えの検証』

上記の①～④までの項 目を盛り込んだ授業展開

を以下に示す.

時

1

5

5

8

学習活動及び内容

1)「 はじま りのあい さっ」を

す る.

2)前 回のふ りかえ りをす る

3)課 題の動画を見 る。

取 り込んだ洗濯物を畳んで,衣

服片付けようとする.引き出し

が仕分けされていることを無

視して片付けている.

4)課 題 を見て,ど の様 に感 じ

たか 「にっ こり」か 「がっか

り」でする.

指導上の留意点

・児童がT1に 注目できるよう,姿

勢を正すような声かけをする.
・前回に学習した内容を本時の課

題に活用しやすいよう,前回の

学習で用いたスライ ド等を提示

する.
・課題に注目して理解しやすいよ

う,動画を用いて提示する.(1
～2回)

・注目や話しの理解が難しそ うな

児童がいた場合には,注 目すべ

き場所を指さしたり,隣 で言葉

を加えたりする.

・課題について考えやすい よ う,

課 題 と同 じ状態の引き出 しを提

示す る.

・自分の考えを表 明しやすいよ う,

「にっ こり」か 「がっか り」の

二択 を提示す る.

・自身や友だちが出 した解答がわ

か りやすい よ う,ホ ワイ トボー

ドに板書す る.
・ 「にっ こり」や 「がっか り」の

理 由を述べ ることがで きる児童

には,な ぜ それを選んだのか を

尋ねる.
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5

10

5

5

1

5)正 解の動画 を見 る.

①適当に片付けたこと

で,着 ようと思って

いた衣服が見当たら

ず困る.

②そこに正解を教えて

くれる 「せいかつく

ん」が登場する.

6)衣 服をたたむ

7)畳 んだ衣服を引き出しに仕

分ける

8)本 時のま とめをす る

・ 「たたんで わける」のキー

ワー ドを復 唱す る.

・ 「お手伝いカー ド」を持 ち帰

り,家 庭で取 り組 むこ とを知

る.

9)終 わ りのあいさつ をす る

・正解 を理解 しやすい よう,動 画

を用 いて提示する.
・注 目や話の理解が難 しそ うな児

童 がいた場合には,注 目すべき

場 所を指 さした り,隣 で言葉を

加 えた りす る.
・正 しい動作 が伝わ りやすいよ う,

動作 をキー ワー ド化す る.
・動 画の内容の理解が しやすい よ

う,一 場面毎に動画を止めて内

容 の補 足説 明を した り,2回 程

動画 を流 した りする.
・ 「たたむ」や 「たたんで わけ

る」カー ドを提示 し,選 択でき

るよ うにす る.
・ 「にっ こり」か 「がっか り」の

二択 を提示す る.

・長 袖,長 ズボ ン,靴 下,タ オル

の入 り混 じった衣服等を一人ず

つ に渡 す.

・様 子に応 じて前時までに学習 し

た畳み方が分か るよう,テ レビ

に畳み方の動画を流す.
・入れる場所 が分か りやすいよ う,

引き出 しに,衣 服の種類やイ ラ

ス トを掲示 してお く.

・一人ずつ,仕 分けて入れ る.そ

の際,児 童が実践す る順番 は 「自

分 の考えを表明でき る児童」→

「友だちのまねをす る児童」に

なるよ うにす る。

・きちん と仕分け ることがで きた

かを児 童たち と一緒に確認を行

う.
・本 時のポイン トが分か りやすい

よ う,「 キー ワー ド」で伝 える。
・家で も取 り組 め るよう,お 手伝

いカー ドを用意する.

第3時 の授業展開

(2)思 い ・考えの表出

自分 自身 の思 いや考えを表 出 しやす いよ う,「○」

「×」 とい った,正 解不 正解で はな く,「 に っこ り」

曝徽轍 讐(◎)◎ 》
にっこり がっかり

がで きる児童 には,選 択 し いいきもち いやなきもち
選択肢のカー ドた理 由などを発表す る機会

を設 け,そ の言葉 を文字 に起 こす ように した.

(3)発 表の順番

友だちの考えを模倣 したり参考にしたりしやすい

よう,発 表の順番はモデルとなる児童か ら行 うよう

にした.

(4)キ ー ワー ド

授業のポ イン トや衣服の畳み方 などがわか りやす

い よう,手 順 などをキーワー ドと して伝 えた.

(5)課 題提示の工夫

児童が課題に興味を持ちかっ課題となる点に気づ

きやすいよう,教 師出演の動画を用いた.動 画には,

出演する教師の困惑 している様子や誤 った行動をす

る様子 を見せ ることで,思 考 の きっ

か けになるようにす る.

また,出 演す る教師 に対 して ヒン

トを出す役割 と してキ ャラクター

(せいかっ くん)を 用い る.
せいかつ くん

6)評 価の方法

(1)学 習の評価につ いて

児童一人一 人に本時の 目標 に即 して,【 知 識 ・技

能】 【思考 ・判断 ・表現】 【主体的 に学習 に向か う

態度】 の3つ の観 点か ら 目標 を設定 し,行 動 観察 を

評価の方法 と して実施 した.

(2)授 業における評価について

①グループ授業研究会(S授 業研)

【指導計画】対象授業を実施前に,授 業の展開

や教材 ・教具の使い方,ま た教師の発問にっいて

確認 し,工 夫点や要点の検討材料とする.

【指導評価】授業後には,学 習評価や行動評価

を基に指導 目標の妥当性や授業の展開,ま た教材 ・

教具の適性や教師の発問など指導にっいて評価 し,

工夫点や要点の検討材料とする.

②学部授業研究会

生活科の単元計画や本時の展開,ま た教材 ・教

具にっいて検討 し,授 業づ くりの要点や工夫点を

確認す る.ま た,学 習評価等を受け,そ の工夫点

の効果を検討する.

③全体授業研究会

第3時 を対象授業とし,他 学部の教師による授

業参観を実施.授 業研究会の際には学部縦割りの

グループ毎にS評 価シー トを用いた評価や検討を

実施する.

④大学教員との共同研究

熊本大学大学院教育学研究科の八幡彩子及び竹

中伸夫との共同研究により,生 活科など各教科の

特質や見方 ・考え方など専門的な視点から検討を

行い,授 業づ くりの要点や工夫点を整理 してい く.

3.結 果

1)授 業にお ける工夫点に関 して

(1)授 業のス トー リー

①前時の振 り返 り

前時 の授業 中 の様 子 のVTRを 見 なが ら,「そ
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で,そ で,す そ,は んぶん」 とキーワー ドを唱え

ながら手を動かす児童の様子が見られた.前 時の

自身の様子を見ることで,習 得 したことを確認 し,

「今 日はどんなことするのだろう」 と期待感や意

欲の高まりを感 じることができた.

②課題の提示

本時の 目標となる課題を教師出演の動画を用い

て提示 した.教 師出演の課題を提示することで,

児童の興味を強く引き,動 画へ集中させ ることが

できた.集 中す ることで,「 あれ っ!?」 と動画

の中で教師の困っている様子(課 題)に 気づ く様

子が見られた.

③考えてみよう

自分の考えを実際に操作をしたり,選 択肢から

選ぼうとしたりと考える様子が見られた.本 授業

では,授 業のキャラクター(せ いかっ くん)が 考

えを手助けするための ヒントをくれ ることで,そ

れを参考に自分の考えを伝える様子が見られた.

(2)思 い ・考えの表出

単に 「○」か 「×」を選択 して解答を していた際

には,「 なぜ そ う思 った のか」 と尋 ねて も,ど の よ

うに答 えて 良いか分か らず,回 答 をす る ことが難 し

い様子 が見 られて いた.そ こで,「 に っこり」 「が っ

か り」 など気持ちの面 に関す る言葉を用 いた ことで,

自分の感 じた思い に気づ き,言 葉 と して表 現す るこ

とがで きた.気 持 ちを表す 言葉 と して表現 できた こ

とで,「 きれ いだか ら」 や 「ぐち ゃぐち ゃだか ら」

など選択 した言葉の理 由も述べ ることがで きた児童

が見 られた.気 持 ちの面 への アプローチが思いを言

葉で表現す ることへっ なが った と考え る.

(3)発 表の順番

言葉のみで 自分の考えを伝えることは難 しいが,

自分の考えを行動で表現できる児童を先に発表する

ようにした.自 分の考えを友だちなどの模倣をす る

ことで表現することができる児童はその姿をモデル

として,発 表する様子が見 られた.

(4)キ ー ワー ド

服の畳 み方の動作を 「そで そで すそ はんぶ

ん」 とい ったキー ワー ドと して端的 な言葉 に置 き換

えた ことで,そ のキー ワー ドを唱 えなが ら服 を畳 む

などの動作を行 うことがで きた.

(5)課 題提示の工夫

キ ャラクター(せ いかっ くん)が 考えの ヒン トを

くれた ことで,そ の ヒン トや言葉が児童 自身が思考

してい くうえでの参考 とな った.

2)評 価につ いて

(1)学 習の評価につ いて

それぞれの 目標 に対 して,「◎:達 成で きた」 「○:

概ね達成 で きた」 「△:達 成 で きなか った」 の3段

階で評価 した.結 果 は以下 の通 りであ る.

鵬
等

本時の目標
評

価
特記事項

A児 ・イラス トを見て仕分けて片付ける 0

3年 ことが分か る.

・仕分けて片付けた方が良い理由を O

発表す ることが できる.

・自分から仕分けて片付けることに 0

取 り組 も うとす ることができる.

B児 ・ 「たたんで わけ る」カー ドを選 0

3年 ぶ ことがで きる.

・ 「が っ か りカ ー ド」
,「 に っ こ りカ 0

一 ド」の中から教師の問いに応 じて

正解を選択することができる.

・教師と一緒に衣服を分けて片付 け 0

ることがで きる.

C児 ・ 「たたんで わけ る」カー ドを選 n 授業の時間が気

3年 ぶ ことがで きる, にな り,集 中 し

きれていなかっ

た.

・ 「が っ か りカ ー ド」
,「 に っ こ りカ 0

一 ド」の中から教師の問いに応 じて

正解を選択することができる.

・仕分 けて片付 けることがで きる. 0

D児 ・イラス トを見て仕分けて片付ける 0

4年 ことが分か る.

・ 「にっ こ り」 「がっか り」 で表現 0

す ることがで きる.

・自分から仕分けて片付けることに 0

取 り組 も うとす ることができる.

E児 ・ 「たたんで わけ る」 と答 え るこ 0

4年 とがで きる.

・ 「が っ か りカ ー ド」
,「 に っ こ りカ O

一 ド」の中から教師の問いに応 じて

正解を選択することができる。
・教師と一緒に衣服を分けて片付 け 0

ることがで きる.

F児 ・イラス トを見て仕分けて片付ける 0

4年 ことがで きる.

・仕分けて片付けた方が良い理由を O

発表す ることが できる.

・自分から仕分けて片付けることに 0

取 り組 も うとす ることがで きる.

※基準【◎:よかった ○:概ねよかった △:改善が必要 一:なし】

第3時 の 学 習 の 評 価

授業時間が超過 したことで集中力を切 らしてしまっ

た児童がいたが,設 定 した 目標を概ね達成す ること

ができた.
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(2)授 業にお ける評価につ いて

本時(第3時)に お けるSシ ー トを用いた授業評

価は以下の通 りであ る.

領域 評価内容 チェック 特記

授業

の内

容・

構成

児童生徒の実態を踏まえた本時のねらい・目

標設定
O

、、ノ

藝

興味関心(意欲,動機付け等) 0

課題意職(葛藤,危機,必然,責任感等) 0

振り返り(成就感,期待感等) 0
時間が短かっ

た

思考,比較 判断等 0

表現,意。思伝達等 O
難しい児童の

表現方法

他学習・場面等との関連 0

難易度 O 艦

叢

学習量,活動量 時間配分 D
時間が超過し

た 説明多

発展性,まとまり 0

環
境
設定

・

教材

教
具

遷審 空間,配置,雰 囲気等 D
活動場所(机)

せまい

鞘
●

教材内容
興味関心,難易度,自由度 ◎

対象,操作性,量 O
量が多い児童

も

提示方法 板書,ICT活 用等 ◎
学習集団の規模や編成 ◎

教師

の姿

勢

子どもへの配慮
健康面,安全面,雰囲気 言

葉遣い,気付き等
◎

指示・説明等の内

容・方法
口頭,教材,モデ ル等 O

難しいと感じ

る場面あり

指導のバランス,タ

イミング,内容
全体理解個別対応等 O

気付きや思考 イメージ化を促す働きかけ O
難しい児童も

いたのでは

教師問の連携 ◎
子どもの理解 努力,態度,成果等の評価(賞賛

等)
◎

※基準【◎:よかった ○:概ねよかった △:改善が必要 一:なし】

第3時 の授 業 評 価

4.大 学教 員か らの コメン ト

①八幡彩子からのコメン ト

「自立 し生活を豊かにしてい くための資質 ・能力

を育成す る」という生活科の 目標を達成するための

授業づ くりには,児 童の状況 ・発達段階 ・興味関心

等にふさわ しいものであったか,学 習題材の適時性 ・

系統性 ・妥当性,学 習過程の工夫等の観点から検討

する必要がある.本 実践の優れた点として,単 元構

成の工夫 などを指摘できる.一 方,課 題として以下

の2点 を指摘 したい.

ア)対 話的な学びのさらなる充実を

問題解決の方法は多様であってよい.児 童の発

達段階に応 じた気づきを対話を通 して引き出し,

実践にっなげてい くことも 「主体的 ・対話的で深

い学び」がもたらす効果と考える.

また,家 庭生活 の実態はさまざまである.「主

体的 ・対話的で深い学び」により,児 童のさまざ

まな生活実態(状 況)に 応 じて工夫(思 考 ・判断)

して問題解決できる人に成長 してほ しい.

イ)本 実践により児童はどう成長 していくのか

本単元 「ふ くをたたもう,ふ くをかたづけよう」

は児童にとって身近 な題材である.本 実践では,

授業者の工夫によりた くさんの気づきを生み出す

単元として構成 されたと考えるが,本 実践により,

児童がどのように変容 ・成長 したのか,デ ータや

児童の評価等を通 して検証できるとよい.本 実践

を核として,小 学校低学年から高学年に至る児童

の成長とともに,生 活科 における学習がどのよう

に系統立て られ,関 連づけられていくのか,今 後

の研究に期待 したい.ま た,学 習の場が学校から

家庭実践へと拡張する中で,生 活事象は複雑化,

多様化す る.そ うした展望 ・見通 しをもって,児

童に身にっけさせたいこと,汎 用的スキルはどのよ

うなものなのかについても考えてい く必要がある.

②竹中伸夫からのコメン ト

ア)カ リキュラム化に向けて

「できるようになってほしい(さ せたい)」 と

「できるようになりたい(し たい)」 をどのように

両立させ授業や単元,長 期的な計画を構成するか.

イ)授 業作 りの留意点

(ア)目 標と内容と方法の一貫性

目標に応 じた内容と方法を用いないと,目 標

の実現(成 果)は 得にくい.教 師の意図をきちん

と実現できる導入や展開(内 容と方法)を 組織.

(イ)教 師と子どもとの違いの理解

教師と子どもとの違いは別の経験を有する別

の人間.教 師の設定 した 目標 ・内容 ・方法が子

どもの実態に合っているとは限らない.そ の人

の当たり前と別の人の当たり前は必ず違う.

(ウ)放 任と押 しっけの問を狙う

基本的に子 どもの主体性を意識 した学習.た

だし,目 標を設定 し,そ の範囲にくるように誘導.

5.考 察

～生活 科の授 業 を通 して見 えて きた こと～

1)わ くわ く学べる授業のス トー リー

～心の動きのある授業～

学習指導要領等改訂の基本的な方向性で述べられ

ている 「習得 ・活用 ・探究」という学びの過程に加

え,習 得に至る段階で,如 何に思考を働かせて習得

するかを重視 した 「思考 ・探求 ・習得」の学びの過

程が必要であると考えた.(H28.中 学部)
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この学びの過程を

重視 した授業展開の

モデルを事例研究を

とおして検討していっ

た.こ こでは 「0番」

として,前 時の振 り

返りを重視 した.で

きることなど習得 し

たことを確認 し,そ

れを基に授業を進め

ていくようにし,知

識技能の活用を促進

するようにした.
思 考 ・探 求 ・習 得 ・活 用 ・探 究

また,課 題の提示や一人で考える時間の確保(思

考 ・探求),そ して全体で考え検証 していく.さ ら

に,そ の授業展開を何度か繰 り返 し,思 考と探求の

過程による習得を 目指 した.

そうした授業実践を行う中で,以 下のような授業

展開の仕方が見えてきた.

実際に道具やカー ドなどを操作 しながら思考を働

かせる.

③考えの検証

友だちの考えと比較や選択をしながら,考 えを持

ち表現(発 表)す る.自 分自身の 「できた」を実感

したり,「なるほど」と新たな知識を得たりする.

④課題の追加

学んだことを生かすさらなる課題の提示.も っと

「わ くわ く」.

⑤考える時間 ⑥考えの時間

②④に同じ.

⑦本時の振 り返 り・まとめ

評価と賞賛でできるようになったことを確認する.

次に授業へ,ま た家庭等へ学びをっなげる.

2)思 考 ・探求～それぞれの思 いや考 えの表出～

0前 時の振り返り

評価と賞賛かり授業をはじめよう

「こんなことができるようになったね{_)」

【学びをつなげる】
期待感意欲

1本 時のめあて～課題提示～

[てきそっ」を大切、思考のきっかけ

「OOができるようになったね,じゃあこれは?」

[学習意欲の向上1

⑳⑬

わ くわ く学べる授業のス トー リー

⑥前時の振 り返 り

で きるようにな った ことなどを確認 す ることで,

前の時間 の学習 との 「学び のつ なが り」が生 まれ,

児童の授 業への期待感や意欲の高 まりを生み 出す.

① 本時のめ あて～課題提示～

で きるようにな った ことを活用 し,児 童 が 「で き

そ う」 「や ってみ よう」 と感 じる ことがで きる よう

な課題 の提示 を行 う.思 考の き っか けとな るよ うな

提示.

② 考え る時間～一人で,み んなで～

平成28年 度 に本校 中学部 で検 討 され た 「思考」

「探 求」 にっ いて,小 学 部で も検討 して い った.児

童 は,「発見」や 「選択」 「比較」 「予測」 「試 行」 と

い った思考 をす る以前 に,事 柄を 「経験」す ること

や人 の 「模倣」 をす ることを経 る ことか ら,「経験」

や 「模倣」の行動を 「非言語的思考」 と して思考 の

一部 と考え る.

また,「 試 行」 した ことが 「成功」 や 「失敗」 と

い う行動 の結果 を経て,獲 得 した知識や技能 を 「生

かす 」 ことや 「工夫」 す るとい った行動 が新 た な

「経験 」 にっ なが ると考 えた.共 同研究者 との検 討

会 の中で,子 どもたちの非言語(行 動)に よる思考

を重視 した学 習活 動を展開 してい くことで,思 考 し

やす くなるのでは ないか とい う提案が なされた.

3)対 話的な学び～非言語の学び合い～

平成28年 度に本校 中学部での研究成果 として提

案されていた 「学び合いのメソッド」にっいて,小

学部でも同様の対話的な学びの様子が見られた.小

学部では,共 同研究者 との検討会の中で,「非言語」

というキーワー ドが浮かび上が った.

それぞれの受容と表出の状況に合わせて,相 互に

気付き学び合える関係性がある.模 倣 して考える児

童や,行 動で考えを示す児童,そ して行動の理 由や
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根拠を言語 で示す 児童がお り,そ れぞれ で思考を表

出 した り整 理 した り し,さ らに高次化 してい く.ま

た,そ れ に併せて技能 も高次化 させて い くよ うな学

び合いが生 まれ ると考え る.そ の関係 を以下 に図示

す る.

本実践 の学 習 グルー プには,「 ② 考 えを理 由や 根

拠で示す子 ども」 に該当す る児童 がい なか った.そ

こで,対 話的 な学 びを促す ための ツール とな ったの

が,児 童 にヒ ン トを与 え るため に動画 に登場 した授

業 のキ ャラク ター 「せ いかっ くん」 で あ る.「せ い

かっ くん」 が ヒン トを 出 した り,理 由等 を示す こと

で 「①考えを言葉や行動で示す子 ども」 にとっての

思考の整理 にっ なが った.

4)授 業のアイテム～3つ の学びのために～

授業づ くりを行 う上での さまざまな工夫点(授 業

の ア イテム)を 「主体 的 ・対 話 的で深 い学 び」(3

つの学 び)と の関連で整理す ると,お およそ下 図の

ように整理で きる.

まる児童が多かった.こ れに関係する指導評価に関

しては 「表現 ・意思伝達」 「指導説明等の内容 ・方

法」 「気付 きや思考,イ メージ化を促す働 きかけ」

の項 目で 「○:で きた」とあるが備考の欄に 「難 し

い児童の表現方法」 「難 しいと感 じた」と記されて

いた.共 同研究者からも 「対話的な学びのさらなる

充実を」との指摘もある.そ れぞれの児童の発達段

階における表現や対話を促進するためのツールを検

討 してい く必要がある.

また指導評価において 「児童生徒の実態を踏まえ

た本時のね らい ・目標設定」 「難易度」 「教材内容

(対象 ・操作性 ・量)」 の評価が 「○:で きた」であ

り,備 考欄には 「実態差」と記 されていた.共 同研

究者からも 「目標 と内容 と方法の一貫性」や,「で

きるようになりたいこと」と 「できるようになって

ほ しいこと」を両立させた単元構成が大切との指摘

もある.単 元としてのねらいをふ まえっっ,理 解度

の実態差を捉えて,個 に応 じた 目標とそれに応 じた

学習内容や活動量を工夫する必要がある.

他にも 「授業構成(活 動量 ・時間配分)」 や 「学

習環境(空 間 ・配置 ・雰囲気)」 において 「△:難

しか った」の評価がみられた.児 童の活動 しやすい

場の工夫や時間配分を配慮 していきたい.

6)ま とめ

小学部生活科の事例研究をとおして,新 学習指導

要領を見据えて授業開発と改善に取 り組み,い くっ

かの授業づ くりの工夫点や,思 考や対話を促す授業

づ くりの要点や課題が明らかになってきた.

今後は,こ れまで述べてきた授業づ くりの要点や

工夫点,そ して課題解決に向けて,学 習評価 と指導

評価を重ね検証 していく.

授業のアイテム ～3つ の学びのために～

ヌ或話的な学び ～非言語の学び あい～

授業のストーリー ～ 「わくわく・わかって・うれしさ」のある授業～

思考・探求 ～それぞ れの 思い考えの 表出～

授業のアイテム

5)課 題

本時における学習評価と指導評価から課題も見え

てきた.

学習評価において 「思考 ・判断 ・表現」に関する

目標の評価が 「○:概 ね達成できた」の評価にとど

授業づくりの要点

そ して,こ の生活科での学びが家庭生活や学校生

活などの日常生活の他の場面に生か したり,反 対に

家庭生活や学校生活での課題を生活科の授業内容に

反映させたりなど,"学 びのっなが り"を 考慮 した

授業や単元の構成にしていきたい.
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